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81緑膿菌による慢性気道感染症に対する化学療

法の検討
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昭和(ミlif-:.かZ▲16こi年までJl二川滞日ニ当院に入院 した気管

支拡張症())症例糾例を検討した.曙横車かLL,緑膿菌仇証

明さ:吊∴症例は6例か･言二.間質性肺:勘二緑膿菌感染を

合併 し上症例 1例を加え,全部で7例の患者(7)曙嬢か己､)

培養 された緑膿菌の各磯抗生剤をこ対する感受性検査の轄

巣をまとめた書良好な感受性を示 した抗生剤は PⅠQC,

LX,CPFX であり, 一般的な傾向とほを蜜同様の結果で

あった.緑膿菌感染を伴 う気管寛拡張症6例車3例を選

んでその治療経過を星示 した,高も､感受性を持つ抗生剤

を2ないし3穫鞠併用 して治療 したにもかかわらず,3

例や緑膿菌が消焦 したのは 且例のみで, 1日啄療慶は3

例とも治療前後で殆ど変わりなかつた.広範で高度の気

道病変を伴った緑膿菌感染症に対 してぼ化学療法をこより

薯効を期待するのは難しく,せめて増悪させないことを

目的をこ抗生剤を使周しているのが現状であると思われた.

9~)新 しいニューキノロン系抗菌剤 AT-▲llflO
の絡種肺炎iこ封す る効果

:･､ ･ L.

1̂､.-11140は大H本製華総合研究所で開発された新し

い稚H用L･:りドン-lJ,りミン酸糸抗菌剤である.

その抗菌】-くべT'卜′Lは17':,)ム暢佃嵐 陰性嵐 結核菌,

抗菌力は非常に博かている.塵l-!∴ 血中半減期は16時間

と.長く, 1Hl回LT)捜Ei:で十分加fll中濃度(I)維持が可能

である.

細菌性肺炎と考えられる3例,マイコプラズマ肺炎複

軌 おうむ病 1例に本剤による治療を試み,いずれも有

効であったⅦまた,副作用は全くみられなかった書

寒剤は腰菌,pmeumocystisc肝in皇i,ウJtJレスなどを

除 十J㌦＼て川中牧器感染症の原因微生物に抗菌-くべF′卜

･Lを11-L.(､(11m11unity-こ1(Tquirp〔lpneumOniこ1に対して

極めて有周な薬剤であると思われる.

10日 集剤性 別 齢 郡障 約 2症例

関根 理 ･薄日 ,'I1.-.1L
古木 信樹 ･ト岬1 豊

RFt'.lNf.-I.STt･.Ii･こ._L:::,i'繍 tiL伎治療開始 二日 目｣に昏

経をこ陥るとともをこ肝,腎磯能障害を楽た し,間質性肺炎

像を望 した男性は,全身状態改善後化学療法を再開した

ところ,再び発熱とともをこ多臓器障害を発症 した, 2回

田は意識障害は伴わなかった.白血球遊走阻止試験によ

り RF壬〕 過敏症 ::_､神明した.本刑は ト重体.酬 ･守,早

状腺轟殿機能低下を有 していたがこれと多臓器陣風 意
識障害との閑適は明らかではない.

第:/さ例 LtlgI;1腎症の女性.CCl,を反復服用後.こう

度目の服用で皮疹》胆汁 うっ滞型肝機能障露 貧血,間

質性肺衆を伴 う間質性腎炎を発症 し,ステロイ ドをこより

急速に政首し･/'L 自血球遊走阻止試験 て (､CI一陽性で

あ-､ナ∴

1てドl),(:I(~｢lノにくしろ多臓 器 障 害 は殆 {:L:報告が合いが今

後留意を賓す る と こ ろ と 考 え ら れ る.
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